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登録リスト（該当：24件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 山に囲まれて]	山に囲まれて	上田は周りを山に囲まれた盆地である。そのため降水量が少なく、夏は暑く冬は寒いという特徴がある。
私の出身地は茨城県南部であるため夏はムシムシとし冬はカラッとしている。今年から上田に住み始めて、夏の紫外線量の多さと乾燥具合いには慣れるまでに時間がかかったと感じる。
また、関東平野と違い、周りを360°山に囲まれているのは最初のころは慣れず、ずっと旅行気分であった。
このような場所で生活するのは息苦しくなるものかと思ったが案外そうでもなく、綺麗な山の自然を見ると癒される気さえしてくるのだ。	2024-01-25
	2	[image: りんどう]	りんどう	長野県花りんどうです。濃い青紫色の花びらがこの上なく美しい。

この個体は2013年9月、松本で開催されたサイトウキネンフェスティバルの最終日を飾るGigで来場者に配られたもの。

長野大学の大学祭は長野県のシンボル・りんどうにちなんで「りんどう祭」とネーミングされています。	2023-12-23
	3	[image: 明治時代のスキンケア、パーソナルカラー]	明治時代のスキンケア、パーソナルカラー	日傘は廃れ、西洋風の小型な蝙蝠傘が流行っていた。雨の時は不便であるが、「流行のため仕方がない」と言われているのが面白い。
流行に振り回される当時の人の苦労が垣間見えた。
青みがかった顔色の人は紅色、茶色の傘を選ぶと顔色とうまく調和する。青、紫、緑は顔が尚更青ざめてみえ、黄色の顔色が悪く見える。
赤みがかった顔色の人は、青、紫、緑色の傘を選ぶと顔色とうまく調和する。紅、茶色は顔が尚更赤く見える。
現代の「ブルーベース」「イエローベース」は最近生まれた概念だと思っていたが、明治時代から存在していた。

明治時代の人はグリセリンを水に溶いたものを顔に塗り保湿していた。現代の化粧水の主な成分にグリセリンは含まれている。また、肌が白いのが美しいとされている価値観は明治時代から変わっていな	2023-02-08
	4	[image: 明治時代のお洒落と色]	明治時代のお洒落と色	
https://jpsearch.go.jp/item/dignl-848938 

婦人の装飾には二方面があり、そのいずれもおざなりにはできない。二方面とは第一が肉体の美、第二が服飾の美とある。
肉体の美とは、紅を塗り白粉を施しあるいは肉色を麗しくはせ、あるいは穢れを着けず、あるいは手の指を美しくさせ、あるいは爪紅を入れあるいは顔立ちによって白粉の塗り方を違える。
顔色を良くする化粧や、顔立ちによって化粧を変える等は現代と共通していることがわかる。

服飾の美とは髪の飾りから始めて、衣服、指輪、下駄など体の格好に応じて帯の締め方もあり、顔の色に応じて半衿や羽織などの色の去り嫌いもあり、良くも悪くもこれひとつでどうでもなる。とある。
顔の色に応じて服装や化粧を変えるのは、今で言う「パーソナルカラ	2023-02-08
	5	[image: 信州上田なないろ農産物ブランドブック]	信州上田なないろ農産物ブランドブック	信州上田なないろ農産物とは
多様な標高と地質を有する上田市の気候風土が生み出す、高品質で多種多様な農産物を「信州上田なないろ農産物」と銘打ちブランド化を推進している。

信州上田なないろ農産物ブランドブックでは「赤・黄・緑・白・紫・茶・黒」の七色にわけ、その種類や特徴、生産者の声を紹介。
様々な場面に携わる方々の背景や想いを取り上げ、上田市の農業を支える人たちの様々なストーリーを伝えている。


〈参考〉
・「ウェブブック信州上田なないろ農産物ブランドブック」
https://www.city.ueda.nagano.jp/book/list/book5.html
2022年11月1日最終閲覧	2022-11-01
	6	[image: 上田城下の新名物]	上田城下の新名物	上田城下、アリオ上田に向かう方角に石垣を下りると、赤紫色の看板が目に付きます。｢ことぶき商店｣というお店です。2年ほど前に開業したおいも屋さんで、ねっとりとした｢蜜いも｣が名物。たっぷりの甘いたれが付いたさつまいも、本当に絶品！これで300円という値段も最高です…！	2022-10-25
	7	[image: 兼六園]	兼六園	2022/06/16

石川県兼六園へ。

石川県は大学生になってから、5回目。
兼六園は4回目（一度コロナの影響で臨時休業）

私のお気に入りの県の1つ。道路は広いのに空いていて運転がしやすいが理由の1つ。

アメリカから一時帰国した友達と行った。

よく「何で同じところに何度も行くの？」と聞かれることがある。
私が同じ所に行く理由は大きく2つ。

1つ目は、同じ景色ではないから。
何度言っても天気、気温、季節、そのときの心情などで
見え方、見る景色は大きく変わる。
1回目に来たときには気がつかなかったけど、ここいいなと思うこと・新しい発見が多々ある。

2つ目は、見つけてしまうから。
旅行をしていると、
「次はここに行きたい！」と思う場所に必ず出会う。
そのため、一度行ったことのある場所でも
途中で寄ってみた	2022-07-01
	8	[image: モンガタキリヌキ花の巻]	モンガタキリヌキ花の巻	それでは、台湾の図書館に保管されているもののデータを
あげていきたいと思います。

こちらが最初に発刊されたらしい、モンガタキリヌキ花の巻　大正４年２月２５日印刷、２８日発刊となっています。１０月に３版と増刷されています。
色は、実物が入手できたので、表紙はそちらをご覧ください。大正４年の印刷技術はどんなだったのか？活版だと思うのですが、表紙の多色使いは素晴らしいです。中身の色は、紫・水色・朱赤が２色ずつ組み合わされて表現されています。
長年の経験から編み出されたものだが、不具合があれば
、通信料を添えて問合せるよう書かれています。	2022-02-28
	9	[image: ハレTerrace]	ハレTerrace	北向観音へ向かう道にあるジェラート屋さんです。おいしそうなジェラートがたくさん並んでいて、どれにしようかかなり迷います。今回は紫いもと宇治抹茶を選びました。濃厚でとてもおいしかったです。クレープやタピオカドリンクもありました。街歩きに甘いお供はいかがですか？	2022-01-26
	10	[image: 紫陽花小道]	紫陽花小道	ここ紫陽花小道は１万株もの紫陽花が植えられていている。小道というほどの短い距離ではなく、そこそこの距離がある。紫陽花が咲く時期に行けば一面の紫陽花もみられる。また少し高いところにあるので上田地域を見下ろすことができる。水車小屋もあり涼しげな雰囲気を感じることができるだろう。
梅雨の時期に行くことが多くなるが雨の後に行くと道がぬかるんでいるので注意したい。また蜂などの危険な生物も生息している場所になるので注意が必要だ。
注：写真は７月７日のもの	2021-11-17
	11	[image: プレミアムジェラート　ハレTerrace]	プレミアムジェラート　ハレTerrace	北向観音参道にあるジェラート屋さん。撮影日はそこそこ寒かったですが、老若男女問わずたくさんのお客さんで賑わっていました。
紫芋のジェラートとラズベリーソルベを注文したところ、カップいっぱい山盛りに盛り付けていただきました。素材そのものの味が生きた素朴な味で、とても美味しかったです。	2021-11-14
	12	[image: 自然豊かな公園、梅林公園]	自然豊かな公園、梅林公園	春は梅が、夏には紫陽花が咲く美しい公園。年中花が咲いており、多くの人が訪れる。	2021-05-05
	13	[image: [14/09/11]米山城・砥石城を望む]	[14/09/11]米山城・砥石城を望む	真田氏記念公園の前に「自性院」という道案内があり、日が暮れる前に立ち寄ってみようと見晴らしのよい崖地のここに車を停めてみました。ここの道案内では崖地の階段を登り150ｍと示されています。周囲に花壇があり「花のまちづくり推進地区」という看板が立っています。赤、オレンジ、紫の花々が植えられて美しい。この高台から真田氏の居城でもあった米山城、砥石城の山並みが見えます。

電信柱やSEIYUの看板によって俗世間の風景と化してはいますが、眺望のよい場所に佇むことができて幸いでした。	2021-05-01
	14	[image: 佐久市の桃源郷]	佐久市の桃源郷	平尾山山麓に広がる桃の産地であり、佐久市平根地区の桃源郷とも呼ばれている。
5月初旬ごろにはピンク色の桃の花が咲き誇る。
遅摘みの桃として7月末ごろから出荷が始まり、鮮やかな色・豊満な味や香りには、紫外線が強く高冷地特有の気象条件が関係しているようだ。	2020-08-06
	15	[image: ライトアップも！アジサイが美しい正善寺ダム]	ライトアップも！アジサイが美しい正善寺ダム	場所：新潟県上越市大字正善寺
人口増加によって水不足になるのを防ぐため、１９７０年代から建設が考えられ２００３年に竣工された新潟県営の多目的ダム。
５０００株ものアジサイが植えられ、６，７月の梅雨の時期には様々な色のアジサイが咲き、絶景です。夜にはライトアップもされ、違った雰囲気も楽しむことができます。
無料の駐車場もあるため多くの人がゆっくりアジサイやダムを観光していきます。
アジサイの見ごろが梅雨であるため、急な降雨に備えて傘を持っていくといいです。	2020-08-04
	16	[image: 真田山種月院長谷寺]	真田山種月院長谷寺	曹洞宗の寺院
長野県上田市真田町長4646番地

真田幸隆と真田昌幸の墓があります。

2016年のNHK大河ドラマ「真田丸」の頃に道路や駐車場など整備され、行きやすくなりました。

春にはしだれ桜が見事です。
今（7月）は、紫陽花の季節です。

本堂の扉が閉まっているので、自分で開けて参拝します。本堂に上がってお参りできます。
終わったら必ず閉めます。山のお寺なので、野鳥や動物が入ってしまうそうです。

写経を奉納し、御朱印をいただきました。	2020-07-24
	17	[image: 龍光院にある池]	龍光院にある池	緑豊かな庭園の中に、観音堂の脇から流れる小さな池がありました。紫陽花も、苔も、池の色も、赤い魚もすごく心にとまり、とても素敵な空間でした。	2020-07-22
	18	[image: 龍光院への参道]	龍光院への参道	門前には、樹齢600年のケヤキが聳え立っています。門からは、長い植え込みの登り坂が続きます。汗をかいてしまうほどでしたが、小川を流れる水の音をきき、紫陽花の色を楽しみながら歩くことができました。	2020-07-22
	19	[image: 塩野池]	塩野池	宝永元年、1704年に築造された塩野池です。標高は約560メートルで、山の傾斜しているところに造られています。下から登っていくと、どこにため池があるのかはじめは分かりませんでした。独鈷山から湧き出る水だけが流れるため池のようです。広いため池に沿って紫陽花も咲いているので、散歩道にぴったり。	2020-07-22
	20	[image: あじさい小道]	あじさい小道	前山寺から塩田神社へと続く鎌倉街道には、約1.5キロメートルにわたり紫陽花が咲いています。東前山自治会の方々によって、植栽や手入れなど、整備がすすめられてきたようです。塩田城跡から歩いていくと、紫陽花が綺麗に咲き渡っている景色が広がりました。親が紫陽花を背景に子どもの写真を撮ったり、夫婦で一緒に写真を撮る姿だったり、多くの人でにぎわっている印象でした。丁度雨上がりでしたが、この季節ならではの紫陽花をゆっくりと散歩して、たまには座りながら堪能できる時間を過ごすことができました。	2020-07-22
	21	[image: 前山寺]	前山寺	拝観料がかかるので私はじっくりと見ることができませんでしたが、木造茅葺き屋根の本堂と国重要文化財の三重塔があります。花の寺といわれ、桜・藤・紫陽花・イチョウなど、季節によって違った花を楽しむことができます。古い松やケヤキの大木が並ぶ参道では、木漏れ日や抜けていく風が心地よかったです。石段や石垣、大木などにみられる苔の様子に惹かれました。	2020-07-22
	22	[image: 山本鼎の「本来の自由画」昭和初期の子どもたちの絵に思うこと]	山本鼎の「本来の自由画」昭和初期の子どもたちの絵に思うこと	★神川小学校　昭和初期の子どもたちの絵―児童自由画教育運動の流れをくんで―
https://museum.umic.jp/kangawa/ 

『山本鼎物語』の著者、神田愛子さんから神川小学校の昭和初期の子どもたちの絵を上田市マルチメディア情報センターがデジタル化したというお話を聴き、同センターを訪れました。神川小学校の「山本鼎先生の部屋」に保管されている600点の児童画があり、それらがデジタルアーカイブ化され、ネットに公開されています。

この絵たちを見て、小中学生が描いたとは思えないほどに大人びていて、「えっ、これが自由画なの？」という疑問を抱きました。写生の技術がしっかりと指導され、「いい絵はこう描くんだよ」という模範的作品が並んでいます。その当時、絵の具をふんだんに使い、模範的	2020-07-18
	23	[image: 藤の花]	藤の花	数週間前までは野生？の藤の花が一面に咲いてました。	2020-05-25
	24	[image: カザグルマ（花）]	カザグルマ（花）	キンポウゲ科のセンニンソウ属の花であり、開花時期は４～６月だそうです。花の色は、白と紫の２種類です。私もですが、この花はなかなか見かけない植物だと思い、それがしかも家の近くに咲いていてびっくりしたので、投稿してみました。	2020-05-25
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